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平成26年度 秋季企画展

「飾る～植田家を飾るものたち～」
2014年11月1日（土）～12月25日（木）
※休館日は P15 をご覧ください

展示のご案内
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表紙写真

《ことのくみ》天和2年（1682）

　箏（琴）の組。八橋検校（やつはしけんぎょう）作曲

の組歌「梅が枝（うめがえ）」等が掲載されている。

本書はいわゆる豆本といわれる大きさの和本で、袖

の中に入れて携帯できることから袖珍本（しゅうち

んぼん）ともよばれます。専用の木箱（ケース）付き。

Volume22

Contents
企画展

「WAO! 和本」を読む

2014 年アンケート 結果

旧植田家住宅のあれこれ

4

6 連続講座

「紙（かみ）」（全3回）

7

8

10

なにわの伝統野菜栽培日記

防災！かまどでご飯炊き11

12

13 三会所だより（２）

ボランティアガイド養成講座（第三期）

コラム「落穂拾い - 今東光の薫風 -（十六）」14

旧植田家住宅のご案内15

3

※『旧植田家住宅だより』の
バックナンバーはホームページ
からダウンロードができます。
http://kyu-uedakejutaku.jp

KYU-UEDAKE  INFORMATION

NEWS LETTER

22

講 座

今東光と八尾～今東光資料館の楽しみ方～



― 4 ― 4

　

二
〇
一
四
年
七
月
四
日
～
八
月
三
十
一
日
の
夏
季
期
間

は
、
企
画
展
「
Ｗ
Ａ
Ｏ
！
和
本
～
植
田
家
の
書
籍
～
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
昨
今
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯

情
報
端
末
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
文
字
を

見
る
（
操
作
す
る
）
機
会
が
増
え
た
現
代
で
す
が
、「
本
」

を
読
み
、
そ
こ
か
ら
情
報
や
知
識
を
得
る
人
が
減
っ
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
の
よ
う
な
情
報(

通
信)

機
器

の
な
い
時
代
、
人
々
の
情
報
源
は
、
専
ら
人
と
の
会
話
や

「
本
」
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
多
様
化
す
る
価
値
観

や
情
報
、
あ
る
い
は
印
刷
技
術
の
発
展
や
優
れ
た
デ
ザ
イ

ン
に
よ
っ
て
様
々
な
種
類
の
書
籍
が
現
在
出
版
さ
れ
て
い

ま
す
が
、か
つ
て
は
日
本
の
伝
統
的
な
「
和
本
」
が
存
在
し
、

現
代
の
書
籍
と
は
違
っ
た
魅
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

本
企
画
展
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
旧
植
田
家
住
宅

の
所
蔵
す
る
書
籍
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
点
の
中
か
ら
、
和
本

を
集
め
、
当
時
の
植
田
家
の
役
割
や
関
心
事
を
垣
間
見
よ

う
と
試
み
ま
し
た
。
ま
た
、
和
本
そ
の
も
の
の
味
わ
い
を

発
見
し
て
も
ら
う
べ
く
、
多
ジ
ャ
ン
ル
の
和
本
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
企
画
展
「
Ｗ
Ａ
Ｏ
！
和
本
」
を
も

う
一
度
読
み
解
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
往お
う
ら
い
も
の

来
物 

各
種
】

　
『
往
来
物
』
は
、
江
戸
時
代
の

寺
子
屋
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
た

初
等
教
科
書
の
総
称
で
す
。
元
来
、

平成 26 年度 夏季企画展

を 読 む

往来物 各種

往来物の展示

家相・人相・占いの本
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手
紙
の
や
り
と
り（
往
来
）の
形
式
で
書
か
れ
、
こ
の
書
物

を
通
し
て
字
の
読
み
書
き
や
知
識
な
ど
を
覚
え
ま
し
た
。

植
田
家
に
は
定
番
の
『
庭て

い
き
ん
お
う
ら
い

訓
往
来
』
の
写
本
も
あ
り
、
当

時
の
学
習
過
程
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
藤ふ
じ
さ
わ
な
ん
が
く

沢
南
岳
と
植
田
家
】

　

江
戸
時
代
後
期
の
大
坂
に
「
泊
園
書
院
」（
漢
学
塾
）
を

開
い
た
藤
沢
東と

う
が
い畡

の
長
男
で
二
代
院
主
の
藤
沢
南
岳
と
の

つ
な
が
り
を
示
す
も
の
と
し
て
、
植
田
家
に
は
南
岳
が
編

集
し
た
『
七

し
ち
し
ゅ
う輯
』
の
ほ
か
、
藤
沢
南
岳
古
希
記
念
の
肖
像

写
真
（
明
治
四
四
年
）、
為
書（
依
頼
主
の
名
等
）の
入
っ

た
扁
額
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
植
田
家
の
蔵
書

に
は
大
阪
の
懐
徳
堂
関
連
の
書
籍
の
ほ
か
、
漢
籍
（
漢
文

で
書
か
れ
た
中
国
の
書
籍
）
が
多
く
み
ら
れ
、
明
治
期
の

漢
学
塾
と
の
深
い
関
わ
り
を
想
像
さ
せ
ま
す
。

【『
史し
き
ひ
ょ
う
り
ん

記
評
林
』と『
資し
じ
つ
が
ん

治
通
鑑
』】・【
謡
う
た
い
ほ
ん本

】

　

植
田
家
の
蔵
書
に
は
シ
リ
ー
ズ
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

書
籍
も
数
多
く
あ
り
、中
国
の
歴
史
書
で
あ
る『
史
記
評
林
』

や
『
資
治
通
鑑
』（
全
二
九
四
巻
八
〇
冊
）
は
専
用
の
書
箱
に

収
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
書
箱
に
は
本
の
題
名

が
書
か
れ
て
あ
り
、
当
時
の
保
管
状
況
や
書
籍
の
中
身
が

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
植
田
家
の
蔵
書
の
約
二
割
は
『
謡
本
』
で
す
。

古
く
は
江
戸
時
代
後
期
の
も
の
か
ら
昭
和
時
代
の
も
の
ま

で
時
代
ご
と
に
残
さ
れ
、
植
田
家
が
代
々
、
謡

う
た
い

を
嗜
ん
で

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
『
謡
本
』
に
も
専
用
の

書
箱
が
あ
り
、
そ
の
蓋
の
裏
側
に
は
謡
の
曲
目
と
と
も
に

稽
古
の
実
施
状
況
が
分
か
る
よ
う
に
赤
い
丸
印
が
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

『七輯』（左）と「南岳 古稀記念の肖像写真」（右）

書箱に入った『史記評林』（左）と『資治通鑑』（右）

謡で使用した見台（左）と『謡本』各種（右）

←
イラスト漫画集!?

『諸職人物画譜』

→
花火のレシピ本

『花火秘伝集』

植田家が作成した大正５年の『目録』

【
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
、お
も
し
ろ
和
本
】

　

他
に
も
植
田
家
に
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
魅
力
あ

る
和
本
が
あ
り
ま
す
。
現
代
と
同
じ
よ
う
に
家
相
や
人
相

な
ど
を
み
る
「
占
い
の
本
」
や
、
今
で
は
当
た
り
前
の
カ

ラ
ー
（
多
色
刷
り
）
の
「
イ
ラ
ス
ト
漫
画
（
カ
ッ
ト
）
集
」、

あ
る
い
は
二
〇
種
以
上
の
「
花
火
の
作
り
方
」
が
書
か
れ

た
本
な
ど
、
と
に
か
く
興
味
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

大
正
時
代
の
頃
、
当
時
の
植
田
家
で
作
成
さ
れ
た
と
み

ら
れ
る
「
蔵
書
目
録
」
も
和
綴
じ
の
形
態
で
の
こ
さ
れ
て

お
り
、
植
田
家
に
お
い
て
書
籍
が
い
か
に
重
要
な
も
の
で

あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
教
養
と
し
て
、
仕
事
の

ツ
ー
ル
と
し
て
、
あ
る
い
は
娯
楽
と
し
て
、
書
籍
が
今
も

昔
も
変
わ
ら
ず
在
る
こ
と
を
和
本
が
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

（
学
芸
員　

安
藤 

亮
）
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連
続
講
座
①  

６
・
１（
日
）

「
和
紙
っ
て
何
だ
ろ
う
？
～
紙
す
き
体
験
～
」

　

第
一
回
目
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
「
和
紙
」
に
つ

い
て
の
講
座
と
、
身
の
回
り
に
あ
る
物
を
使
っ
て
す

る「
紙
す
き
」に
挑
戦
し
ま
し
た
。
講
座
の
前
半
で
は
、

和
紙
の
原
料
で
あ
る
楮
こ
う
ぞ

、
雁が
ん
ぴ皮

、
三み
つ
ま
た椏

の
実
物
を
見

て
も
ら
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
や
活
用
方
法
、

ま
た
和
紙
の
歴
史
や
製
造
方
法
な
ど
の
話
を
当
施
設

学
芸
員
が
行
な
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
て
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
の

紙
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
途
中
、
紙
を
漉す

く
際
に
紙

が
分
厚
く
な
っ
た
り
、
枠
か
ら
外
す
時
に
破
れ
て
し

ま
う
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
後
に
は
き
れ
い
に
仕
上
げ
た
紙
を
持
っ
て
帰
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

連
続
講
座
②  

７
・
６（
日
）

　
「
和
本
を
作
ろ
う
！
」

　

第
二
回
で
は
、和
紙
を
使
っ
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
和
本

手
帳
作
り
を
行
い
ま
し
た
。和
本
の
歴
史
、
各
部
分
の

名
称
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
後
、
早
速
、
和
本

手
帳
の
制
作
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
表
紙
、
中
身
（
本
紙
）、
裏
表
紙
を
作
り
、
次

に
そ
れ
ら
を
綴
じ
る
た
め
の
穴
を
開
け
ま
す
。
そ
し

て
、
和
本
作
り
で
一
番
難
し
い
綴
じ
の
作
業
。
皆
さ

ん
は
じ
め
は
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
同
士

で
教
え
合
い
も
し
な
が
ら
、
徐
々
に
綴
じ
方
の
コ
ツ

が
分
か
っ
た
様
子
で
し
た
。
作
品
が
完
成
す
る
と
、

喜
ん
だ
り
、
ほ
っ
と
す
る
人
も
い
た
り
、
皆
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
素
敵
な
和
本
手
帳
を
作
っ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

連
続
講
座
③  

８
・
３（
日
）

　
「
紙
の
修
復〝
裏
打
ち
〟体
験
！
」

　

第
三
回
は
、紙
資
料
修
復
の
専
門
家
・
工
房
レ
ス
ト

ア（
大
阪
市
）の
平
田
正
和
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、

虫
食
い
や
古
く
な
っ
て
傷
ん
だ
紙
資
料
を
修
理
・
修

復
す
る「
裏
打
ち
」の
技
を
、
体
験
を
通
し
て
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
資
料
保
存
の
話
と
実
演
を
交
え

た
裏
打
ち
の
説
明
の
後
、
全
員
が
挑
戦
。「
で
き
る
か

な
？
」
と
恐
る
恐
る
し
て
い
た
参
加
者
も
作
業
終
了

後
に
は
「
も
っ
と
上
手
に
仕
上
げ
た
か
っ
た
。
も
う

一
回
や
り
た
い
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
皆
さ

ん
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
生
憎
の
雨
で
、
裏
打
ち
が
終
わ
っ
た
後
の

湿
っ
た
紙
を
乾
燥
す
る
の
に
少
し
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
が
、
そ
の
待
ち
時
間

を
利
用
し
て
、平
田
さ
ん
の

紙
資
料
の
修
復
に
関
す
る

貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、盛
況
の
内
に
講
座

は
終
わ
り
ま
し
た
。

（
学
芸
員　

谷
口 

弘
美
）

連
続
講
座
２
０
１
４
・
前
期「
紙
（
か
み
）」

和紙についての講義

身近な物を使った紙すき

和本手帳の制作風景

和綴じの説明をする学芸員

実演を交えて説明する平田さん
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講
座「
今こ
ん
と
う
こ
う

東
光
と
八や

お尾

　
　 
～
今
東
光 

資
料
館
の
楽
し
み
方
～
」

　

毎
年
開
催
す
る「
今
東
光
」を
題
材
に
し
た
講
座
で

は
、伊
東 

健つ
よ
しさ
ん（
今
東
光
を
語
る
会
）
を
講
師
に
迎
え
、

様
々
な
切
り
口
で
お
話
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。今
回

の
テ
ー
マ
は「
今
東
光
と
八
尾
」。今
年
の
四
月
三
〇
日

に
八
尾
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
今
東
光
資
料
館
」
の

完
成
記
念
と
し
て
、
講
座
で
は
資
料
館
の
楽
し
み
方

に
つ
い
て
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

会
場
の
座
敷
は
い
つ
も
通
り
の
超
満
員
。
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
す
。
講
座
は

今
東
光
の
友
人
で
あ
る
作
家
・
川
端
康
成
の
話
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
東
光
の
交
友
関
係
の
広
さ
と
様
々

な
有
名
人
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
そ
の
魅
力
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
講
座
は
、一
作
品
を
テ
ー
マ

に
取
り
上
げ
た
こ
れ
ま
で
の
講
座
と
は
違
い
、今
東
光

そ
の
も
の
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
基
礎
知
識
編
と
も

い
え
る
内
容
で
、
東
光
初
心

者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽
し
む

事
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

資
料
館
の
見
ど
こ
ろ
や
展
示

に
つ
い
て
、
東
光
の
作
品
と

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら

紹
介
を
さ
れ
ま
し
た
。

【
資
料
館
の
み
ど
こ
ろ
】

　

今
東
光
資
料
館
は
、
今
年

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
八
尾
図
書
館
の
三
階
に
設

置
さ
れ
、
月
曜
の
休
館
日（
祝

日
は
開
館
）
を
除
い
て
、
午

前
一
〇
時
か
ら
午
後
五
時
ま

で
開
館
し
て
い
ま
す
。
入
口
に
は
「
今
東
光
の
素
顔
」

と
「
生
涯
」
が
分
か
る
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、
奥
に

進
む
と
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
東
光
の
作
品
（
書
籍
）
が
出

迎
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
こ
に
は
滅
多
に
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
書
籍
も
あ
り
、
本
の
装
丁
の
美
し
さ
に
も

目
が
奪
わ
れ
ま
す
。
ま
た
「
本
の
木
」
と
よ
ば
れ
る

柱
の
中
に
も
書
籍
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
奥
へ
進
む
と「
今
東
光
が
出
会
っ
た
人
々
」

と
題
し
て
、多
岐
に
わ
た
る
著
名
人
と
の
関
係
が
紹
介

さ
れ
て
あ
り
、資
料
館
職
員
の
堀
さ
ん
が
お
薦
め
す
る

人
物
の
写
真（『
旧
植
田
家
だ
よ
り
』
21
号
を
参
照
）
も

2014年7月12日（土）

こ
こ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
隣
の
企
画
展

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、現
在
「
今
東
光
の
書
・
陶
・
画
～

遊
び
を
せ
ん
と
や
生
ま
れ
け
む
～
」
が
開
催
中
。
他
に

も
八
尾
の
当
時
の
く
ら
し
を
伝
え
る
「
今
東
光
と
河

内
風
土
記
」
の
コ
ー
ナ
ー
や
、
東
光
の
書
斎
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
は
貴
重
な
映
像
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
回
の
講
座
で
は
、「
今
東
光
の
生
涯
が

十
二
分
で
分
か
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
映
像
を

特
別
に
伊
東
さ
ん
の
解
説
付
き
で
見
ま
し
た
。

　

講
座
の
後
半
は
、『
河
内
風
土
記
』
の
全
六
巻
を
取

り
上
げ
ら
れ
、
各
巻
や
各
話
ご
と
の
特
徴
・
内
容
、

特
に
八
尾
の
風
景
と
関
わ
り
の
深
い
部
分
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。『
河
内
風
土
記
』
に
は
、
現
在

は
失
わ
れ
た（
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
）八
尾
の
文
化
や
風

習
が
あ
り
あ
り
と
描
か
れ
、
そ
の
作
品
を
読
む
こ
と

で
、八
尾
の
記
憶
を
辿
る
旅
に
出
か
け
た
よ
う
な
感
覚

を
覚
え
ま
す
。「
東
光
に
つ
い
て
は
様
々
な
面
か
ら
研

究
の
余
地
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
」
と
締
め
く
く
ら

れ
、
最
後
は
今
東
光
資
料
館

職
員
の
岡
本
さ
ん
が
改
め
て

資
料
館
の
紹
介
と
告
知
を
さ

れ
ま
し
た
。
資
料
館
と
今
東

光
の
楽
し
み
方
を
存
分
に
味

わ
え
た
講
座
で
し
た
。

（
旧
植
田
家
住
宅
ス
タ
ッ
フ
）

超満員の会場

資料館について話す伊東さん伊東 健さん（今東光を語る会）

資料館職員の岡本さん（左）
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Q7. 展示について？ Q8. 今後参加してみたい展示や企画は？

講座・講演会

イベント

※1・古民家の建築　・植田家と市内のみどころ
　   ・八尾の歴史　　・茶器、什器
　   ・建物の改修　　・信貴山
　   ・昔のくらし　　・聖徳太子　など

※2　史跡・神社・仏閣めぐり
※3　ジャズ、クラシック、邦楽など
※4　ＪＲ八尾駅周辺など

（企画展について）
　・毎回企画展楽しみです（60代女性）

　・和本の展示を見せて頂きました。建物もとてもきれいに保存されていて、すばらしいと思いました（50代女性）

（常設展について）

　・夏の季節なので暑いのは暑いのですけれど、それを上回るくらい良い企画や展示だと思います（10代女性）

　・大変びっくり。保存状態もきれいでこんなものが残されているかと感心した。（60代男性）

　・建物を見に来ましたが、民具の展示が興味深かったです（水筒など)。また来たいと思いました（20代女性）

（常設展について）
　・何回も見せて頂いていますが、今回も新しい資料の展示など参考になりました。ありがとう！！（60代男性）

　・建物の内外ともきれいに整えられていて居心地のいい空間でした（50代男性）

　・今まで知らなかったのが惜しいです。少し蚊が多くて困りました（50代女性）

　・主屋や土蔵に実際入ることができるので、とても良いものだと思いました。何度でも来たいです。（10代女性）

　・天気もよい（暑いですが…）のでここと加賀屋新田、鴻池新田の会所巡りに来ました（50代男性）

　・建物に興味があり、来てみて、企画展（WAO!和本）があり、面白かった（60代男性）　　　　　　　　　　   　…etc

Q9. その他、ご意見・ご感想など  ※一部を抜粋・紹介

満足 70人
（64.2％）

やや不満
・不満 0人

やや満足 27人
（24.8％）

普通 10人
（9.2％）

その他 2人（1.8％）　※2
食事会 9人（8.3％）
落語会 20人（18.3％）
お茶会 15人（13.8％）
おもちつき 16人（14.7％）

コンサート 15人（13.8％）　※3
まちあるき 34人（31.2％）　※4

その他 7人（6.4％） 
文学関連 8人（7.3％）
美術・工芸品関連 26人（23.9％）
大和川関連 31人（28.4％）
植田家関連 14人（12.8％）

※1

旧植田家住宅のあれこれ
　毎年実施しているアンケートですが、夏 季 期間中の
ため「蚊」と「暑さ」に関する意見や感想が多くみら
れました。蚊については今年度から蚊取り線香を導入！
かなり効果を発揮しています。暑さに関しては、旧家

特有の納涼を楽しめますが、井戸水をさわったり昼寝
をして乗り切ってもらうしか方法がありません。
　入館者のみなさんには満足をして頂き、何か発見を
してもらえている様子で、今後もあれこれと愉しみを
ご用意してお待ちしております。　　    （スタッフ一同）
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Q1. 性別？

Q6. 来館した目的は？Q5. 何回目の来館？

Q3. お住まいの地域は？ Q4. 旧植田家住宅を
　　　　何で知りましたか？

Q2. 年齢？

男性 68人
（62.4％）

植松・龍華 3人
（2.8％）

その他 27人
（24.8％）
その他 27人
（24.8％）

八尾市内 37人
（33.9％）

初めて 82人
（75.2％）

2回目 8人
（7.3％）

3回目 2人
（1.8％）

4回以上 17人
（15.6％）

大阪府 40人
（36.7％）

無回答 1人
（0.9％）

女性 40人
（36.7％）

安中新田会所跡 旧植田家住宅 利用者アンケート 結果
　今年の7月から8月までの２ヵ月間、旧植田家住宅で実施した
利用者アンケートの結果です。ご協力ありがとうございました。

実施期間 2014.7.4 ～ 8.31

※その他　通りすがり（散歩中、サイクリングetc)、観光協会、など

※その他　
　　講演・講座、
　   記念スタンプ、
　　伝統野菜、
　　学校行事など

合計枚数109枚

無回答 0人
65歳以上 31人（28.4％）
60歳～64歳 21人（19.3％）
50歳～59歳 21人（19.3％）
40歳～49歳 13人（11.9％）
30歳～39歳 8人（7.3％）
21歳～29歳 4人（3.7％）
16歳～20歳 10人（9.2％）
15歳以下 1人（0.9％）

その他※ 32人（29.4％）
知人から 29人（26.6％）
フリーペーパー 0人
ラジオ 0人
Twitter 0人
インターネット 14人（12.8％）
ホームページ 12人（11.0％）
新聞 3人（2.8％）
チラシ 8人（7.3％）
ポスター 3人（2.8％）
市政だより 21人（19.3％）

歴史 43人（39.4％）

その他※ 19人（17.4％）

民具類 11人（10.1％）

美術・工芸品 8人（7.3％）
企画展 19人（17.4％）

常設展 17人（15.6％）

建物 68人
（62.4％）
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毎
年
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
旧
植
田
家

住
宅
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
養
成
す
る

講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
例
年
定
員
五
名
と

募
集
は
少
な
い
で
す
が
、
現
在
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
登
録
者
数
は
、
今
年
の
講
座
修
了
生

を
あ
わ
せ
て
九
名
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

全
四
回
の
講
座
を
受
講
さ
れ
、
見
事
試
験
に
も

合
格
さ
れ
、
こ
ち
ら
の
要
請
に
応
じ
て
積
極
的

に
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
行
な
っ
て
頂
い
て
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
で
第
三
期
目
と
な
る
二
〇
一
四

年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座
に
は
、

五
名
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
ご
近

所
に
お
住
ま
い
の
方
を
は
じ
め
八
尾
市
の
各
地

域
か
ら
参
加
が
あ
り
、
受
講
に
対
す
る
様
々
な

想
い
を
養
成
講
座
の
第
一
回
目
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

内
で
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
例
年

と
同
じ
く
「
大
和
川
付
け
替
え
と
植
田
家
」
の

基
礎
的
な
講
義
で
は
、
施
設
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
触
れ
、
ガ
イ
ド
を
務
め
る
に
あ
た
っ

て
必
要
な
旧
植
田
家
住
宅
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

第
二
回
目
は
、毎
回
好
評
の
平
谷
宗
隆
さ
ん

（
伝
統
民
家
研
究
家
）
に
よ
る「
植
田
家
住
宅
の
建

造
物
」
に
つ
い
て
の
講
座
で
す
。
一
般
的
な
話

か
ら
専
門
的
な
内
容
ま
で
幅
広
く
取
り
上
げ
て

頂
き
、
建
築
に
つ
い
て
の
理
解
が
よ
り
深
ま
り

ま
し
た
。
続
く
第
三
回
で
は
、
学
芸
員
に
よ
る

「
昔
の
道
具
」
の
説
明
と
、
早
く
も
第
四
回
の

修
了
検
定
の
内
容
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
復

習
を
兼
ね
て
学
び
ま
し
た
。
な
お
、
養
成
講
座

の
期
間
中
は
、
養
成
講
座
以
外
の
講
座
・
講
演

会
や
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
知
識

の
習
得
と
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
来
館
者
と

企
画
者
の
両
方
の
視
点
を
考
え
る
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
第
四
回
の
「
修
了
検
定
」

当
日
。
受
講
生
の
み
な
さ
ん
は
緊
張
の
面
持
ち

で
試
験
に
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
結
果
、
基
準
点

を
大
き
く
上
回
っ
て
合
格
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

仕
上
げ
の
ガ
イ
ド
演
習
は
グ
ル
ー
プ
で
相
談
し

合
い
な
が
ら
交
替
で
行
な
っ
て
も
ら
い
、
新
し

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
五
名
が
誕
生
し
ま
し

た
。
今
後
も
九
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

み
な
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
旧
植
田
家
住
宅 

学
芸
員
）

第 1 回「ガイダンスと大和川付け替え」

第 2 回「植田家の建造物」（主屋）

第 3 回「昔の道具案内」（土蔵 1）

第 4 回「修了検定とガイド演習」

2014年度

ボランティアガイド養成講座
（第三期）
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九
月
一
日
の
「
防
災
の
日
」
に
ち
な
み
、
災
害

で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
時
な
ど
に
か
ま
ど

で
ご
飯
が
炊
け
る
よ
う
に
大
人
の
方
に
覚
え
て
も

ら
お
う
と
、
普
段
は
子
ど
も
を
対
象
に
行
な
っ
て

い
る
「
か
ま
ど
で
ご
飯
炊
き
体
験
」
を
企
画
し
ま

し
た
。
ま
ず
は
旧
植
田
家
住
宅
の〝
釜
ば
ぁ
〟
こ

と
伊
藤
さ
ん
か
ら
、計
量
カ
ッ
プ
を
使
わ
ず
に
炊

飯
に
必
要
な
水
加
減
を
計
る
方
法
を
教
え
て
も
ら

い
、
薪
の
入
れ
方
、火
の
点
け
方
と
、手
順
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。「
さ
て
、ど
な
た
か
や
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
」の
声
に
参
加
者
は
タ
ジ
タ
ジ
と
尻
込

み
（
笑
）。
仕
方
な
く
こ
ち
ら
か
ら
指
名
し
、
や
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
…
。
燃
え
始
め
た
火
を
見
て
、

楽
し
そ
う
に
目
を
輝
か
せ
る
子
ど
も
た
ち
に
比
べ
、

真
剣
な
表
情
の
大
人
た
ち
。「
は
じ
め
チ
ョ
ロ
チ
ョ

ロ
、
中
パ
ッ
パ
…
」
の
説
明
に
も
感
心
し
た
り
、

納
得
の
顔
で
し
た
。

　

炊
飯
の
経
過
を
見
な
が
ら
、
待
ち
時
間
を
使
っ

て
防
災
の
話
。
八
尾
市
の
地
域
安
全
課
で
用
意
し

て
頂
い
た〝
防
災
マ
ッ
プ
〟や
ポ
ケ
ッ
ト
版
の
資
料

を
配
布
し
、
普
段
か
ら
の
備
え
に
つ
い
て
話
を
し

ま
し
た
。
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
が
用
意
し
た
防
災
用

品
を
並
べ
て
見
て
も
ら
い
な
が
ら
、
専
用
の
グ
ッ

ズ
が
な
く
て
も
一
般
家
庭
で
使
っ
て
い
る
物
も
、

い
ざ
と
い
う
時
に
代
用
で
き
る
と
い
う
実
例
を
挙

げ
て
説
明
す
る
と
、
み
な
さ
ん
興
味
津
々
。
昨
年

の
連
続
講
座
の
「
タ
オ
ル
で
作
る
防
災
頭
巾
」
も

頭
巾
と
し
て
使
っ
た
あ
と
避
難
先
で
糸
を
解
け
ば

タ
オ
ル
と
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
や
、
断
水
し
た

時
の
ト
イ
レ
の
水
は
普
段
か
ら
お
風
呂
の
水
を
流

さ
ず
に
た
め
て
お
け
ば
し
ば
ら
く
使
え
る
が
、
簡

易
ト
イ
レ
を
準
備
し
て
お
け
ば
安
心
！
と
、
実
物

を
見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
ペ
ッ
ト
シ
ー
ト
は

代
用
で
き
ま
す
か
？
」
な
ど
、
参
加
者
か
ら
も
ア

イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

何
度
か
火
加
減
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
お
き
火
で
蒸

ら
し
た
ご
飯
が
出
来
上
が
り
、
植
田
家
の
畑
で
穫

れ
た〝
勝
間
南
瓜
〟入
り
の
味
噌
汁
と
一
緒
に
全
員

で
試
食
タ
イ
ム
。「
思
っ
て
た
よ
り
早
く
炊
け
ま

す
ね
」「
お
こ
げ
が
バ
ッ
チ
リ
。
お
い
し
ー
」
と

出
来
栄
え
に
ニ
コ
ニ
コ
。「
た
っ
た
一
回
の
体
験
で

も
、い
ざ
と
い
う
時
、方
法
を
知
っ
て
い
る
か
、体

験
し
た
こ
と
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
実
際
に

行
動
で
き
る
か
ど
う
か
の
カ
ギ
に
な
り
ま
す
」
の

言
葉
に
皆
さ
ん
大
き
く
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
地
域
の
行
事
が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

ご
近
所
の
方
の
参
加
が
少
な
か
っ
た
の
が
残
念
で

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
こ
う
い
う
機
会

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
旧
植
田
家
住
宅　

澤
田 

知
英
子
）

防災！

かまどでご飯炊き体験

ガスも電気も使わない

　　  昔ながらの「かまど」で ご飯炊き タオルで作る防災頭巾

2014年9月7日（日）
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【
害
虫
対
策
に
】

　

野
菜
作
り
に
つ
き
も
の
な

の
が
、害
虫
と
の
戦
い
。最
近
、

家
庭
菜
園
が
ご
趣
味
の
お
客

さ
ん
も
多
い
の
で
、
今
回
は

害
虫
対
策
の
お
話
を
少
し
…
。

　

畑
で
は
基
本
的
に
薬
は
使

わ
な
い
が
、
被
害
の
大
き
さ

や
虫
に
よ
っ
て
は
使
用
せ
ざ

る
を
得
な
い
場
合
も
あ
る
。

普
段
、
虫
よ
け
の
ネ
ッ
ト
を

張
っ
て
、
飛
来
昆
虫
に
は
対
処
し
て
い
る
が
、

土
の
中
に
い
る
ネ
キ
リ
ム
シ
や
コ
ガ
ネ
ム
シ
の

幼
虫
な
ど
に
は
い
つ
も
頭
を
抱
え
る
。
な
の
で

今
回
は
薬
以
外
で
こ
れ
ら
の
被
害
を
抑
え
る
た

め
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
（
☆
１
）
と

卵
の
殻
（
☆
２
）
を
使
っ
た
方
法
、
そ
し
て
ニ

ン
ニ
ク
と
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
酢
な
ど
の
食
品
で
作

る
防
虫
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
試
み
た
。
ま
た
、
畝

立
て
し
た
後
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
水
で
溶
か
し
た

も
の
を
土
に
撒
い
て
連
作
障
害
の
予
防
や（
堆
肥

と
同
じ
よ
う
に
土
の
中
の
微
生
物
を
増
や
す
働
き
が

あ
る
そ
う
だ
）、
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ（
共
栄

作
物
）
と
し
て
、
大
根
や
カ
ブ
ラ
に
卵
を
産
む
モ

ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
苦
手
な
レ
タ
ス
を
畝
の
脇
に

植
え
こ
ん
で
み
た（
蝶
は
レ
タ
ス
の
匂
い
が
嫌
い

で
、
近
寄
り
に
く
く
な
る
ら
し
い
）。

　

こ
の
よ
う
に
新
た
な
作
戦
と
、
い
つ
も
の
納

豆
パ
ワ
ー
で
11
月
27
日
に
行
わ
れ
る
食
事
会
用

の
冬
野
菜
が
美
味
し
く
育
つ
よ
う
に
願
い
た
い
。

…
お
っ
と
！
絶
対
に
忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
「
田

辺
大
根
フ
ェ
ス
タ
」
に
向
け
て
も
、二
冠
狙
い
で
、

よ
り
一
層
、
か
太
い
腕
に
力
が
入
る
。

  

☆
１
〈
ネ
キ
リ
ム
シ
か
ら
苗
を
守
る
方
法
〉

　

① 

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
を
３
等
分
に
切
り
、

　
　

 

植
え
て
あ
る
苗
の
上
か
ら
そ
っ
と
被
せ
る
。

　

② 
苗
の
根
元
を
ガ
ー
ド
す
る
よ
う
に
、
芯
の
半
分

　
　

 
く
ら
い
を
土
に
し
っ
か
り
と
埋
め
込
む
。

　

③ 

完
成
。
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
さ
れ
て
い
な
い
紙
な

　
　

の
で
、
時
間
が
た
て
ば
自
然
に
朽
ち
る
。

  

☆
２
〈
ヨ
ト
ウ
ム
シ
か
ら
苗
を
守
る
方
法
〉

　
　

 

乾
燥
さ
せ
た
卵
の
殻
と
ト
ウ
ガ
ラ
シ
（
種
を

　

 

と
っ
た
も
の
）を
、細
か
く
砕
い
て
苗
の
ま
わ
り
に

　

ば
ら
ま
く
だ
け
。砕
け
た

　

殻
が
近
づ
く
虫
の
腹
を

　

チ
ク
チ
ク
刺
激
す
る
の

　

で
苗
に
近
づ
け
な
い
。

　

こ
れ
も
時
間
が
た
て
ば
、

　

カ
ル
シ
ウ
ム
分
と
し
て

　

肥
料
に
な
っ
て
い
く
。

＊
防
虫
ス
プ
レ
ー
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
水
の
詳
し
い
作
り
方

を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

 【
お
馴
染
み
さ
ん
】　

　

冬
野
菜
の
種
ま
き
か
ら
後
期
に
入
り
、
野
菜

を
育
て
る
子
供
の
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
っ
た
。
と

言
っ
て
も
前
期
で
夏
野
菜
を
育
て
た
お
馴
染
み

の
メ
ン
バ
ー
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
更
新
。
新
た
な

子
供
も
加
わ
り
、
か
な
り
の
賑
わ
い
ぶ
り
だ
。

三
坪
ほ
ど
の
小
さ
な
畑
に
は
、
全
員
の
伝
統
野

菜
が
所
狭
し
と
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
か
ら
各
自
そ
れ
ぞ
れ
の
野
菜
を
責
任
を

も
っ
て
育
て
て
も
ら
い
、
希
望
が
あ
れ
ば
12
月

の
田
辺
大
根
フ
ェ
ス
タ
に
出
し
て
も
ら
お
う
か

と
思
う
。
…
う
～
ん
、
こ
り
ゃ
強
敵
だ
。

　

さ
て
さ
て
、
釜
ば
ぁ
Ｖ
Ｓ
お
馴
染
み
さ
ん
、

勝
敗
は
い
か
に
？
？

No.22
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三
会
所
だ
よ
り

　

安
中
新
田
会
所
跡 

旧
植
田
家
住
宅
（
指
定
管
理
者
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｉ)

、
鴻
池
新
田
会
所
、
加
賀

屋
新
田
会
所
（
加
賀
屋
緑
地
）
の
三
会
所
で
は
、
現
在
、

隔
月
で
「
三
会
所
交
流
会
」
を
密
か
に
開
き
、
各
会
所

の
関
係
者
が
集
い
、
会
所
の
Ｐ
Ｒ
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
安
中
新
田
会

所
か
ら
学
芸
員
が
一
～
二
名
、
鴻
池
新
田
会
所
か
ら
も

学
芸
員
が
一
名
、
加
賀
屋
新
田
会
所
か
ら
は
住
之
江
の

ま
ち
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
二
名
が
中
心
に
集
ま

り
、
大
阪
府
下
で
た
っ
た
三
ヵ
所
し
か
現
存
し
な
い
貴

重
な
会
所
屋
敷
を
、
ど
の
よ
う
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う

か
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
会
所
交
流
を
始
め
て
数
年
が
経
過
し
ま
す
が
、「
会

所
」
そ
の
も
の
の
認
知
度
も
低
く
、
と
に
か
く
こ
つ
こ

◇
鴻
池
新
田
会
所

　

・
11
月
9
日（
日
）「
古
地
図
み
て
歩
き（
２
）」

　

・
11
月
15
日（
土
）・
16
日
（
日
）

　
　

 「
綿
繰
り
・
綿
打
ち
・
糸
つ
む
ぎ
」（
関
西
文
化
の
日
）

　

・
12
月
14
日（
日
）「
し
め
縄
つ
く
り
」

　

・
12
月
21
日
（
日
）「
も
ち
つ
き
」

◇
加
賀
屋
新
田
会
所（
加
賀
屋
緑
地
）

　

・
住
之
江
の
ま
ち
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
　

 （
11
月
15
日･

22
日
、
12
月
6
日
・
13
日　

全
4
回
）

場　所 ： 住之江区南加賀屋4-8
交　通 ： 地下鉄「住之江公園」駅下車
　　　　徒歩15分・市バス「南加賀屋
　　　　四丁目」下車徒歩5分
休園日 ： 月曜日、年末年始
開　園 ： 10時～16時30分
入場料 ： 無料

場　所 ： 東大阪市鴻池元町2-30
交　通 ： JR学研都市線「鴻池新田」駅
　　　   下車、南東に徒歩5分
開　館 ： 10時～16時
休館日 ： 月曜日、祝日の翌日（土・日除く）
観覧料 ： 大人300円、小・中学生200円
お問い合わせ ： 06-6745-6409（電話）
　　　　　　　06-6744-7498（FAX）

（2）

つ
と
Ｐ
Ｒ
を
続
け
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
相
互
リ
ン
ク

か
ら
始
ま
り
、
各
会
所
や
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
を
互
い
に

紹
介
し
、
協
力
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
流
れ
を
受

け
て
、 

秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
関
西
文
化
の
日
」（
関
西

広
域
連
合
、関
西
元
気
文
化
圏
推
進
協
議
会
主
催
）
で
は
、

三
会
所
を
つ
な
ぐ
Ｐ
Ｒ
も
行
な
う
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
（「
関
西
文
化
の
日
」
に
は
加
賀
屋
新
田
会
所
の
施
設
は
登

録
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）。特
に
景
品
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

各
会
所
で
来
館
記
念
ス
タ
ン
プ
を
用
意
し
て
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。（
安
中
新
田
会
所 

安
藤 

亮
）

きゅうちゃん河内木綿 Ver.

来館記念スタンプ
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信
長
に
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
マ
ン
シ
ョ
の

形
勢
は
、
ど
ん
ど
ん
不
利
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

明
智
光
秀
が
本
能
寺
の
変
を
起
こ
し
た
際
に
は
、

秀
吉
の〝
中
国
大
返
し
〟を
読
み
き
れ
ず
に
、
明
智

支
持
に
回
っ
た
三
箇
勢
は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ

ま
す
。

　

河
内
の
三
箇
城
を
攻
撃
す
る
主
勢
力
が
、
同
じ

キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で
あ
る
摂
津
を
拠
点
と
す
る
高

山
右
近
で
し
た
。
右
近
の
苦
悩
を
東
光
は
、
次
の

よ
う
に
記
し
ま
す
。

　
　

若
し
自
分
が
パ
ー
ド
レ
の
い
う
こ
と
を
聞
か
な

　

い
で
明
智
方
に
な
っ
て
い
た
ら
、
高
槻
城
も
ま
た

　

こ
の
三
箇
城
と
等
し
く
攻
め
ら
れ
て
焼
亡
し
た
だ

　

ろ
う
と
思
う
。
畿
内
に
お
け
る
有
力
な
キ
リ
シ
タ

　

ン
の
牙
城
が
一
つ
潰
え
て
行
く
こ
と
は
、
そ
れ
だ

　

け
キ
リ
シ
タ
ン
の
羽
翼
を
殺
ぐ
こ
と
で
あ
っ
て
、

　

こ
れ
ほ
ど
大
き
な
損
失
は
な
い
の
だ
。
そ
れ
を
思

落
穂
拾
い

　

 -

今
東
光
の
薫
風- 

（十
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
・
伊
東  

健

　

う
と
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
教
会
を
喪
う
ほ

　

ど
の
合
戦
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
後
略
）

　

右
近
と
マ
ン
シ
ョ
は
敵
対
し
な
が
ら
も
、
同
じ

信
仰
を
持
つ
同
士
の
話
し
合
い
を
行
い
、
河
内
キ

リ
シ
タ
ン
を
右
近
に
引
き
受
け
て
も
ら
う
こ
と
に

決
し
ま
す
が
、
押
し
寄
せ
る
秀
吉
軍
の
軍
勢
に
、

城
も
教
会
も
火
を
放
た
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　
「
戦
が
厭い

や

に
な
っ
た
ら
、
摂
津
衆
と
共
に
祈
れ
。

　

キ
リ
シ
タ
ン
は
死
ん
で
は
な
ら
ぬ
の
じ
ゃ
」

　
　

マ
ン
シ
ョ
の
指
図
に
従
っ
て
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
河
内

　

武
者
等
は
高
山
勢
の
方
へ
歩
い
て
行
っ
た
。
そ
れ

　

を
見
る
と
高
山
軍
か
ら
期
せ
ず
し
て
歓
呼
の
声
が

　

大
空
を
ど
よ
も
し
て
挙
っ
た
。二
千
の
精
兵
の
挙

　

げ
る
悦
び
の
声
は
い
つ
ま
で
も
青
空
に
こ
だ
ま

　

し
た
。（
中
略
）

　
　

マ
ン
シ
ョ
は
お
茶
阿
を
連
れ
て
高
山
の
陣
前
を

　

横
に
過
ぎ
る
と
、
静
々
と
南
の
方
へ
下
っ
て
行
っ

　

た
。
そ
の
後
姿
を
鞍
壺
で
伸
び
あ
が
っ
て
眺
め
て

　

い
た
高
山
右
近
太
夫
は
、
大
き
な
声
を
挙
げ
て

　
「
生
き
ろ
、
マ
ン
シ
ョ
」

　

と
叫
ん
だ
。

　
　

そ
の
声
に
つ
れ
て
二
千
有
余
の
軍
兵
が
同
じ

コ
ラ
ム

　

よ
う
に

　
「
生
き
ろ
マ
ン
シ
ョ
」

　

と
同
じ
た
。
そ
の
声
が
聞
え
た
か
聞
え
な
い
の
か

　

マ
ン
シ
ョ
は
も
う
一
人
の
武
者
姿
を
従
え
て
砂
塵

　

を
あ
げ
て
南
下
し
て
行
っ
た
。（
後
略
）

　

小
説
の
タ
イ
ト
ル
が
、力
強
く
響
く
名
場
面
で
す
。

東
光
は
単
行
本
の
あ
と
が
き
で

　
　

文
藝
春
秋
が
こ
の
よ
う
な
小
説
を
一
ヵ
年
間
も

　

連
載
し
て
く
れ
た
忍
耐
強
さ
に
は
大
い
に
敬
服
す

　

る
が
、文
学
者
と
い
う
も
の
は
一
生
に
一
作
や
二
作

　

や
三
作
は
、
批
評
も
人
気
も
顧
慮
す
る
こ
と
な
く

　

書
き
た
い
も
の
を
書
く
こ
と
は
好
い
勉
強
だ
と

　

感
謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る

と
書
い
て
い
ま
す
。

　

河
内
平
野
に
忽
然
と
浮
か
ぶ
よ
う
に
存
在
し
て

い
た
三
箇
城
や
華
麗
な
教
会
の
姿
は
、歴
史
の
渦
に

と
け
る
よ
う
に
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、郷
土

史
の
断
片
を
拾
い
集
め
て〝
書
き
た
い
も
の
を
書

い
た
〟東
光
文
学
の
白
眉「
生
き
ろ
マ
ン
シ
ョ
」は
、

直
木
賞
受
賞
作
「
お
吟
さ
ま
」
前
史
と
し
て
も
読

め
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
再
読
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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今後の展示・企画

休館日カレンダー
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八尾市内にあるいろいろな文化財や史跡の情報を
インターネットで提供しています。

ホームページアドレス  http://bunka.city.yao.osaka.jp/
八尾市文化財情報システム八尾市文化財情報システム

Yao Cultural Heritage Online

八尾市の文化財施設

八尾市教育委員会 文化財課　八尾市本町一丁目1番1号　Tel 072-924-8555

印 刷：株式会社シーズクリエイト（八尾市弓削町）

八尾市立歴史民俗資料館
〒581-0862  八尾市千塚三丁目180番地の1

TEL 072-941-3601　FAX 072-941-6193

Ｅメール

観 覧 料

休 館 日

開館時間

交通機関

ホームページ

yao-muse@kawachi.zaq.ne.jp

http://www.kawachi.zaq.ne.jp/yaorekimin/

一般 200円　高・大学生 100円
【特別展】 一般 300円　高・大学生 150円
65歳以上、小･中学生、障がい者手帳等を持つ方
及びその介助者、学校園行事引率者は無料

9：00～17：00（入館は16：30まで）

近鉄信貴線「服部川」駅下車  北へ徒歩約8分

火・12月28日～翌年1月4日・展示替えの日
但し、臨時に休・開館する場合もあり

八尾市立埋蔵文化財調査センター
〒581-0821  八尾市幸町四丁目58番地の2

TEL＆FAX 072-994-4700

Ｅメール

観 覧 料

休 館 日

開館時間

交通機関

ホームページ

maibun_zyao@kawachi.zaq.ne.jp

http://www.kawachi.zaq.ne.jp/zyao_maibun/center/

無料

9：00～17：00

近鉄大阪線「八尾」駅下車  駅前バスターミナルより、
近鉄バス萱島・住道行 「西郡西口」下車、北東へ徒歩約2分

土・日・祝日・12月29日～翌年1月3日
但し、臨時に休・開館する場合もあり

八尾市立しおんじやま古墳学習館
〒581-0854  八尾市大竹五丁目143番地の2

TEL＆FAX 072-941-3114

Ｅメール

展示室観覧料

休 館 日

開館時間

交通機関

ホームページ

sionji@racco-taiken.com

http://racco-taiken.com/sionji/

一般 200円　高・大学生 100円
小･中学生、障がい者手帳等を持つ方
及びその介助者、学校園行事引率者は無料

9：00～17：00

近鉄大阪線「河内山本」駅から
近鉄バス瓢箪山駅行き「大竹」下車  東へ徒歩約5分

火・祝日の翌日・12月28日～翌年1月4日
但し、臨時に休・開館する場合もあり

安中新田会所跡旧植田家住宅
〒581-0084  八尾市植松町一丁目1番25号

TEL＆FAX 072-992-5311

Ｅメール

観 覧 料

休 館 日

開館時間

交通機関

ホームページ

info@kyu-uedakejutaku.jp

http://kyu-uedakejutaku.jp/

一般 200円　高・大学生 100円
小･中学生、障がい者手帳等を持つ方
及びその介助者、学校園行事引率者は無料

9：00～17：00（入館は16：30まで）

●ＪＲ大和路線「八尾」駅下車  南出口より東へ徒歩約3分
●近鉄大阪線「八尾」駅から 近鉄バス藤井寺駅行き
　「ＪＲ八尾駅前」下車  南東へ徒歩約5分

火・祝日の翌日・12月28日～翌年1月4日
但し、臨時に休・開館する場合もあり

安
中

新
田

会
所

跡
 旧

植
田

家
住

宅
だ

よ
り

　
発

行
・

編
集

／
N

PO
法

人
H

ICALI（
安

中
新

田
会

所
跡

 旧
植

田
家

住
宅

指
定

管
理

者
）

〒
581-0084　

大
阪

府
八

尾
市

植
松

町
1-1-25　

TEL.072-992-5311
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://kyu-uedakejutaku.jp　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

　
info@

kyu-uedakejutaku.jp
●

本
誌

掲
載

の
記

事
・

写
真

・
イ

ラ
ス

ト
等

の
無

断
複

写
、

転
載

を
禁

じ
ま

す
。

Vol. 2
2

KYU-UEDAKE  INFORMATION


